
　令和7年2月25日から業務
を開始した新しい新南陽総合
支所は、鉄筋コンクリート造
り２階建てで、大規模災害の
発生に備え水道水をためる受
水槽や発電機、無線室を新た
に設置しています。
　前日に開かれた新庁舎完成
記念式典では、雪が舞う中
テープカットを行い、開所を
祝いました。
（左から二人目赤坂会頭）

新しい新南陽総合支所が
                    オープン！新南陽総合支所は老朽化した庁舎を建て替え、

2月25日から新庁舎での業務を開始しました。

新南陽商工会議所報
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170回

171回

172回

6／8
（日）

11／16
（日）

2／22
（日）

施行日 級

1級
2級
3級

1級
2級
3級

１級
２級
３級

2級
3級

4/21月～5/12月 4/21月～5/7水

9/29月～10/20月 9/29月～10/15水

1/6火～1/26月
2026年

1/6火～1/21水
2026年 2026年

2026年

2026年

検定料 1級 8,800円　2級 5,500円　3級 3,300円

申込方法／受付期間
窓口 現金書留郵便・ネット

現金書留郵便は必着です

合格発表

7/28月
6/23月

１級

２級
３級

1/5月

必着

必着

必着

12/1月

２級
３級 3/9月

2025年度  簿記検定試験のご案内 日本商工会議所・
新南陽商工会議所　主催

2024年度 （2024.7月〜2025.2月末ご入会分）

（順不同、敬称略）

新入会員紹介
事 業 所 名 事　業　内　容

公益財団法人やまぐち産業振興財団 山口県内中小企業の総合的な支援を行う支援機関

株式会社東横ＩＮＮ徳山駅北口 ビジネスホテル

アーキテクト株式会社 電気工事業

ハンドフル 害虫駆除、リフォーム

ataハンドメイド屋さん ハンドメイド作品の販売

株式会社美装 建築業

miss you ホームトリマー

ジョイフル新南陽野村 飲食店

株式会社 place 障害児を対象とした放課後等デイサービス

ノムラ 建設業（水道、他）

ご入会ありがとうございます。

初回手数料無料
通常15,400円（税込）かかります

所報チラシ折込サービスの

※令和6年度中にサービスを利用された会員様も
　今年度初回手数料無料となります。

初回に限り、所報へのチラシ折込を、
無料で折り込み・配布いたします。

令和７年度 会員限定サービス

閉所のお知らせ

上記期間は、閉所させて頂きます。
何かとご迷惑をお掛け致しますが、
よろしくお願いいたします

令和7年 5月3日(土) ▼  

5月6日(火)
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ダイニング バー ボッダイ
周南市宮の前で住宅の点検、リフォーム等を
取り扱いされているハンドフルさんを
紹介させていただきます

No.183

C C Iハンドフル

屋根破損・雨桶勾配不良・
雨桶破損・カーポート破損・
害獣糞尿対策・水漏れ・
基礎クラック等
対応しています。

またドローンを飛ばして
建物の高いところから
撮影し点検も行っています。

事業内容

昨年1月に事業を開始しまだ1年余りですが、これからもきめ細かな住宅の点検や
アドバイスを行い皆様方に愛されるよう取り組んでまいります。

人も住まいも100年時代定期的な住宅健康診断が大切です。
住まいについてお困り事などございましたら、“ハンドフル”へお気軽にお問い合わせください。

営業時間
8：30～18：30
定休日／日曜日

新南陽
市民病院

富田
中学校

フジ

ジュンテンドー

サルビア
薬局

セブン
イレブン

ゆめ
タウン

新南陽駅

ココ

TEL ����-��-����
〒746-0017 山口県周南市宮の前2丁目2-21

屋根材破損 雨樋勾配不良 雨樋破損

害獣　糞尿 水漏れ 基礎クラック

カーポート破損

FAX：����-��-���� tsuruta.handful l@gmail .com
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３
月
１
日
に
徳
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
引
受
に
よ
り
東
部
地
区
親
睦

球
技
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
度
の
種
目
は
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で
当
単
会
か
ら
は
９
名

が
参
加
し
た
。
新
南
陽
Ｙ
Ｅ
Ｇ
チ
ー
ム
は
苦
戦
を
し
い
ら
れ

る
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、大
き
な
け
が
や
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、

積
極
的
に
プ
レ
ー
し
て
一
丸
と
な
っ
て
試
合
に
臨
ん
だ
。
試

合
を
通
じ
て
単
会
内
や
他
の
商
工
会
議
所
青
年
部
会
員
と
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
大
会
と
な
っ
た
。

　

今
年
度
最
後
と
な
る
県
青
連
の
会
長
会
議
と
卒
会
式
が
開

催
さ
れ
た
。

　

当
Ｙ
Ｅ
Ｇ
よ
り
卒
会
す
る
和
泉
聡
く
ん
を
は
じ
め
と
す
る

10
名
が
参
加
し
た
。

　

会
長
会
議
で
は
、
次
年
度
へ
向
け
た
協
議
事
項
が
審
議
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
卒
会
式
と
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
青
年
部

活
動
と
地
域
経
済
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
卒
会
者
の
方
々
に

感
謝
を
伝
え
な
が
ら
長
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

　

先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
を
次
代
へ
と
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
を
誓
い
な
が
ら
盛
大
に
卒
会
者
を
送
り
出
し
た
。

＜入会資格＞
 ・ 新南陽商工会議所会員事業所の経営者、
　後継者又は従業員の方
 ・ 満45歳以下の方

 お気軽にお問い合わせください。

新南陽商工会議所青年部

随時会員募集中!
お問合せ　新南陽商工会議所青年部事務局　周南市宮の前2-6-13　TEL：0834-63-3315

青
年
部
ア
カ
ウ
ン
ト

facebookInstagram

青 年 部 活 動 報 告
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

第
44
回
全
国
大
会

「
ほ
と
め
き
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ
く
る
め
大
会
」

山
口
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

東
部
地
区
親
睦
球
技
大
会

県
青
連 

第
５
回 

会
長
会
議
及
び
卒
会
式

２
月
14
日
〜
15
日

３
月
１
日

３
月
８
日

　

２
月
14
日
～
15
日
に
か
け
て
、
福
岡
県
久
留
米
市

で
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
大
会
で
は
、
会
員

総
会
が
開
催
さ
れ
、
次
年
度
に
向
け
て
各
議
案
が
審

議
さ
れ
た
。

　

今
年
度
で
卒
会
さ
れ
る
和
泉
聡
く
ん
、
山
田
広
太

郎
く
ん
の
２
名
も
参
加
し
た
記
念
事
業
（
卒
業
式
）

で
は
、
全
国
か
ら
永
年
青
年
部
活
動
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
多
く
の
卒
会
者
が
参
加
し
、
趣
向
を
凝
ら
し

た
式
と
な
り
感
動
の
中
、
卒
会
者
を
送
り
出
し
た
。

　

本
大
会
は

「
未
来
共
創
～

次
代
を
見
据

え
、
果
敢
に
挑

戦
～
」
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
全

国
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ

ン
バ
ー
や
関
係

団
体
、
地
域
住

民
と
共
創
し
な

が
ら
、
生
み
出

す
価
値
を
未
来

へ
繋
ぐ
大
会
と

な
っ
た
。
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当
社
は
消
防
用
設
備
の
点
検
、
防
災
用
品
の
販
売
を

行
っ
て
50
年
に
な
り
ま
す
。

　

消
防
用
設
備
は
、
日
頃
使
用
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
火
災
に
な
っ
た
時
、
正
常
に
作
動
し
な
い
と
意

味
の
な
い
設
備
で
す
。

　

こ
の
設
備
を
定
期
的
に
点
検
す
る
こ
と
、
ま
た
当
社

が
行
う
こ
と
に
よ
り
従
業
員
・
地
域
の
方
々
に
火
災
に

対
す
る
意
識
付
け
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
、
点
検
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

初
期
消
火
の
た
め
の
各
種
家
庭
用
“
消
火
器
”
や
住

宅
用
火
災
警
報
機
、
災
害
用
食
料
も
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。

　

私
が
青
年
部
に
入
会
し
て
７
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
一
年
、
会
長
職

を
全
う
し
、
来
年
の
今
頃
に
は
成
長
し
た
な
と
思
え

る
、
ま
た
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
精
一
杯
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。ま
た
青
年
部
の
一
人
ひ
と
り
に
は
、

し
っ
か
り
と
青
年
部
活
動
や
地
域
活
動
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
経
験
を
積
ん
で
も
ら
う
→
個
人
の
成
長
へ
と
繋

げ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
我
々
の
成
長
が
、

自
社
並
び
に
地
域
社
会
の
発
展
に
繋
が
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。

　

結
び
に
、
日
頃
よ
り
青
年
部
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
っ
て
い
る
皆
様
へ
の
感
謝
と
敬
意
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
我
々
青
年
部
は
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

会 長

河村商会

河 村  悠 亮

　

当
社
は
化
学
機
械
装
置
の
設
計
・
製
作
・
据
付
や
、
機
器
類
の
保
全
・

補
修
・
改
修
工
事
か
ら
輸
送
・
組
立
据
付
け
ま
で
を
一
貫
し
て
お
こ

な
う
企
業
で
す
。
ま
た
、大
型
ト
ラ
ッ
ク
、ト
レ
ー
ラ
ー
、油
圧
ク
レ
ー

ン
の
リ
ー
ス
業
も
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

　

創
業
は
昭
和
31
年
と
な
り
ま
す
。
今
日
迄
、
地
域
の
お
得
意
様
企

業
の
発
展
と
共
に
成
長
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
に
は
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
さ
ら
に
研
鑽
努
力
を
重
ね
、
今
以
上
に
地
域
の
お
客
様
に

必
要
と
さ
れ
る
企
業
を
目
指
し
ま
す
。

　

工
場
建
設
に
必
要
な
機
器
類
の
製
作
か
ら
運
送
ま
で
、
最
適
な
提

案
力
で
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
致
し
ま
す
。
ご
用
命
の
際
は
是
非
ご
相

談
下
さ
い
。
ま
た
、
就
職
先
を
探
し
て
い
る
方
で
、
弊
社
に
興
味
が

あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
働
き
ま

し
ょ
う
！

　

私
は
、
2
0
0
9
年
度
に
入
会
し
ま
し
た
。
2
0
2
5
年
度
で
卒

会
と
い
う
事
で
、
今
年
度
が
青
年
部
と
し
て
ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
と
な
り

ま
す
。

　

昨
年
度
は
単
会
会
長
と
し
て
「
益
者
三
楽
（
え
き
し
ゃ
さ
ん
ご

う
）
ー
共
に
学
び
、
楽
し
み
、
高
め
合
お
う
!!
ー
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
単
会
会
長
と
い
う
立
場
を
通
じ
て
、
多
く
の
素
晴
ら
し
い
方
々
と
交

流
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
素
晴
ら
し
い
メ
ン

バ
ー
に
支
え
ら
れ
、
地
域
の
発
展
の
支
え
と
な
る
様
な
事
業
を
経
験
す

る
こ
と
が
で
き
、
個
人
と
し
て
成
長
さ
せ
て
も
ら
っ
た
年
度
で
し
た
。

　
「
役
職
と
立
場
と
経
験
が
人
を
成
長
さ
せ
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
言
葉
通
り
、
青
年
部
活
動
で
の
役
職
、
立
場
、
そ
し

て
経
験
が
、
成
長
に
繋
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
個
人
の
成
長
は
自
社
の
発
展
へ
と
繋
が
り
、
地
域
の
発

展
と
繋
が
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

入
会
し
て
17
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
同
年
代
の
青
年
経
済
人
が
集

ま
り
、
地
域
の
経
済
発
展
の
為
に
、
な
に
が
で
き
る
か
？
話
し
合
い
、

そ
し
て
行
動
（
事
業
）
を
起
こ
す
。

　

そ
の
青
年
部
で
の
経
験
が
今
の
私
の
成
長
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
活
動
に
少
し
で
も
興
味
が
あ
る
方
は
、
一
緒
に
地
域
の
為
に
、

自
社
の
為
に
、
自
身
の
為
に
青
年
部
で
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

結
び
に
な
り
ま
す
。
今
以
上
に
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
商
工
会
議

所
青
年
部
と
な
る
様
に
頑
張
り
ま
す
！

直前会長

大嶋運輸機工
株式会社

大嶋 勇一郎

　

当
社
は
、
山
口
県
周
南
市
に
本
社
を
構
え
る
総
合
物

流
・
サ
ー
ビ
ス
企
業
で
す
。
1
9
1
6
年
の
創
業
以
来
、

港
湾
荷
役
業
を
中
心
に
、
貨
物
運
送
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

の
加
工
・
販
売
、
ク
レ
ー
ン
作
業
、
重
量
物
運
送
な
ど

を
展
開
し
、
地
域
経
済
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
製
鉄
山
口
製
鉄
所
で
は
、
港
湾
荷
役
や
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
作
業
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
務
を
通
じ
、
製
造
工

程
の
効
率
化
と
環
境
負
荷
の
低
減
に
協
力
。
ま
た
、
貨

物
運
送
や
ク
レ
ー
ン
作
業
、
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
な

ど
の
物
流
事
業
を
展
開
し
、
専
門
性
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　

自
動
車
関
連
事
業
で
は
、J

-

ｎ
ｅ
ｔ
レ
ン
タ
カ
ー
、

カ
ー
セ
ブ
ン
を
運
営
。
さ
ら
に
マ
リ
ー
ナ
事
業
や
飲
食

業
に
も
進
出
し
、
ラ
ー
メ
ン
店
「
京
い
ち
家
」
や
レ
ス

ト
ラ
ン
「
シ
ー
ホ
ー
ス
」
な
ど
、地
域
に
根
ざ
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
物
流
・
輸
送
の
高
度
化
、
地
域
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
通
じ
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
青
年
部
は
人
脈
を
広
げ
、
地

域
に
貢
献
で
き
る
場
で
す
。自
身
の
成
長
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
経
済
の
発
展
に
も
寄
与
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
共
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

顧 問

株式会社 京瀧

京 瀧  拓 之

今月号からシリーズで新役員を紹介いたします
令和７年度 新南陽商工会議所青年部スローガン

“動け！やる気は行動した結果”

令和7年度

役 員 紹 介
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お問い合わせ先 新南陽商工会議所　TEL（0834）63-3315

※赤字が本補助金の対象経費
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２
０
２
５
年
１
月
に
国
際
通
貨
基
金

（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）の
世
界
経
済
見
通
し［
注
１
］（
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
世
界
成
長
：
ま
ち
ま
ち
、

か
つ
不
確
実
」）
が
公
表
さ
れ
た
。
前
回

の
24
年
10
月
の
同
見
通
し
か
ら
変
化
は
な

く
、
25
年
と
26
年
の
世
界
経
済
の
成
長
率

は
３
．
３
％
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
各
国
、

地
域
別
に
見
る
と
、
米
国
の
経
済
成
長
率

の
見
通
し
は
25
年
０
．
５
ポ
イ
ン
ト
、
26

年
０
．
１
ポ
イ
ン
ト
の
上
方
に
改
定
さ
れ

た
が
、
ユ
ー
ロ
圏
で
は
同
▲
０
．
２
ポ
イ

ン
ト
、
同
▲
０
．
１
ポ
イ
ン
ト
の
下
方
に

改
定
さ
れ
た
。
米
国
の
プ
ラ
ス
の
改
定
が

ユ
ー
ロ
圏
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
の
改
定
を
相

殺
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
同
時
に
今
回
の
見
通
し
に

お
い
て
中
期
的
に
は
「
世
界
経
済
の
成
長

率
は
２
０
２
５
～
２
０
２
６
年
の
平
均
を

下
回
り
、
５
年
先
の
予
測
が
約
３
％
」
と

し
て
経
済
成
長
の
下
振
れ
リ
ス
ク
を
指
摘

し
、そ
の
程
度
は
「
国
に
よ
っ
て
異
な
る
」

と
し
て
い
る
。
そ
の
リ
ス
ク
と
は
、
第
２

次
ト
ラ
ン
プ
政
権
（
い
わ
ゆ
る
ト
ラ
ン

プ
２
．
０
）
に
お
け
る
関
税
政
策
［
注
２
］

の
保
護
主
義
的
色
合
い
が
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
強
ま
る
こ
と
に
起
因
す
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
で
あ
る
。ト
ラ
ン
プ
２
．

０
に
お
い
て
は
、
バ
イ
デ
ン
政
権
か
ら
の

政
策
変
更
（
実
現
見
込
み
）
に
よ
る
〝
荒

波
〟
の
復
活
が
見
込
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
Ｉ

Ｍ
Ｆ
が
24
年
４
月
に
指
摘
し
た
23
年
ま
で

の
〝
荒
波
〟
と
し
て
、（
１
）
世
界
的
な

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響

に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
混
乱（
２
）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
に
よ
る
世
界
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
危
機
（
３
）
イ
ン
フ

レ
率
の
急
上
昇
、
そ
れ
に
続
き
世
界
各
国

で
同
時
進
行
し
た
金
融
引
き
締
め
―
―
の

３
点
が
あ
っ
た
。

　

25
年
以
降
に
考
え
ら
れ
る
〝
荒
波
〟
は
、

ト
ラ
ン
プ
２
．
０
で
想
定
さ
れ
る
（
１
）

保
護
主
義
的
な
関
税
政
策
に
よ
る
グ
ロ
ー

バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
（
２
）

国
際
協
調
か
ら
一
国
主
義
へ
の
政
策
転
換

に
よ
り
、
投
資
家
の
脱
炭
素
を
巡
る
思
惑

の
相
違
が
も
た
ら
す
原
油
市
場
の
ボ
ラ

テ
ィ
リ
テ
ィ
の
高
ま
り
（
３
）
金
融
政
策

に
お
け
る
緩
和
姿
勢
へ
の
転
換
の
中
断
に

伴
う
想
定
外
の
米
国
の
中
長
期
金
利
高
止

ま
り
―
―
と
な
る
。
見
込
ま
れ
る
影
響
と

し
て
、（
１
）
で
は
、
米
国
が
対
中
国
の

追
加
関
税
率
を
引
き
上
げ
た
場
合
、
日
本

を
含
む
二
国
間
交
渉
が
困
難
な
状
況
と
な

り
、
追
加
関
税
の
対
象
国
が
拡
大
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
中
国
の
景
気
減

速
に
伴
う
世
界
的
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

再
編
の
影
響
が
重
な
り
、
大
き
く
経
済
が

落
ち
込
む
恐
れ
が
あ
る
。（
２
）
で
は
、

原
油
価
格
の
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
が
高
ま
り

世
界
経
済
へ
マ
イ
ナ
ス
に
影
響
す
る
可
能

性
が
あ
る
。（
３
）
で
は
、減
税
政
策
（
例

え
ば
、
所
得
減
税
恒
久
化
と
法
人
税
の
引

き
下
げ
）
や
規
制
緩
和
政
策
な
ど
は
イ
ン

フ
レ
を
促
進
す
る
要
素
を
含
む
政
策
で
あ

る
た
め
、
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
各
国
と
の

金
利
差
が
開
き
、
そ
れ
ら
の
国
の
国
内
金

利
上
昇
の
圧
力
が
高
ま
る
こ
と
で
、
こ
れ

ら
の
国
の
通
貨
に
対
す
る
ド
ル
高
の
長
期

化
が
予
想
さ
れ
、
外
貨
準
備
が
少
な
い
国

な
ど
で
通
貨
・
債
務
危
機
に
つ
な
が
る
リ

ス
ク
が
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
ト
ラ
ン
プ
２
．
０
が
復
活
さ

せ
る
〝
荒
波
〟
の
根
底
に
は
、
中
長
期
的

に
醸
成
さ
れ
て
き
た
米
国
民
の
「
民
意
の

変
化
」
に
基
づ
く
中
長
期
的
な
「
政
策
の

潮
流
」
が
あ
る
。
例
え
ば
、
中
国
の
台
頭

な
ど
に
よ
る
自
由
貿
易
か
ら
保
護
貿
易
重

視
の
政
策
支
援
、
あ
る
い
は
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
化
で
の
自
国
の
製
造
業
の
衰

退
に
よ
る
国
際
協
調
主
義
か
ら
一
国
主
義

重
視
の
政
策
支
援
と
い
う
民
意
の
変
化
で

あ
る
。
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
義
（
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
）
の
対
立
が
表
面
化
し
、
支

持
す
る
政
策
の
左
・
右
傾
化
に
よ
る
分
断

が
も
た
ら
す
「
政
策
の
不
確
実
性
」
も
あ

る
。
こ
れ
ら
が
世
界
経
済
を
不
確
実
に
さ

せ
る
根
本
的
な
要
因
と
し
て
あ
り
、
そ
れ

ら
の
解
決
に
は
当
然
な
が
ら
時
間
が
か
か

る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
同
見
通
し
に
お
い
て
も

「
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
の
中
期
的
な

リ
ス
ク
（
筆
者
注
：
経
済
成
長
の
見
通
し

を
意
味
す
る
）
は
下
方
に
傾
い
て
い
る
」

と
し
て
お
り
、
前
記
の
認
識
か
ら
の
記
述

と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、ト
ラ
ン
プ
２
．

０
に
お
け
る
政
策
変
更
へ
の
短
期
的
な
金

融
・
経
済
政
策
の
対
応
だ
け
で
は
な
く
、

自
国
経
済
・
産
業
の
構
造
改
革
の
推
進
、

リ
ベ
ラ
ル
な
国
際
秩
序
を
維
持
す
る
べ
く

Ｗ
Ｔ
Ｏ
な
ど
の
多
国
間
ル
ー
ル
の
た
め
の

国
際
機
関
の
機
能
強
化
を
通
じ
、
中
期
的

な
成
長
見
通
し
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
必

要
と
な
ろ
う
。
例
え
ば
、
多
国
間
ル
ー
ル

で
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
取
ら
れ
得
る

通
商
政
策
の
う
ち
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
好
ま
し

い
効
果
が
期
待
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
そ

の
一
つ
が
、
バ
イ
デ
ン
政
権
が
回
避
し
て

い
た
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
交
渉
の

再
開
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
同
見
通

し
で
は
、「
各
国
の
次
期
政
権
が
既
存
の

貿
易
協
定
を
再
交
渉
し
、
新
た
な
取
り
決

め
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
世

界
経
済
活
動
が
活
性
化
す
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
し
て
い
る
。
多
国
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
を

先
導
し
て
き
た
日
本
が
強
み
を
発
揮
で
き

る
分
野
と
い
え
る
。
ト
ラ
ン
プ
２
．
０
が

生
み
出
す
不
確
実
性
に
対
す
る
日
本
あ
る

い
は
日
本
企
業
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め

る
た
め
の
取
り
組
み
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
か
ら
検
討
し
、
短
期
的
な
不
確
実
性
に

左
右
さ
れ
ず
、
中
長
期
的
に
着
実
に
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
も
あ
ろ
う
。

（
２
月
20
日
執
筆
）

サービス
コラム

トランプ２.０が生み出す
不確実性への対応
 株式会社大和総研  金融調査部  主席研究員　内野　逸勢

静岡県出身。1990年慶応義塾大学法学部卒業。
大和総研入社。企業調査部、経営コンサルティ
ング部、大蔵省財政金融研究所（1998～2000
年）出向などを経て現職（金融調査部　主席研究員）。専門は金融・資本
市場、金融機関経営、地域経済、グローバルガバナンスなど。主な著
書・論文に『地銀の次世代ビジネスモデル』2020年５月、共著（主著）、

『FinTechと金融の未来～10年後に価値のある金融ビジネスとは何
か？～』2018年４月、共著（主著）、『JAL再生　高収益企業への転換』
日本経済新聞出版、2013年１月、共著。IAASB CAG（国際監査・保証
基準審議会　諮問・助言グループ）委員（2005～2014年）。日本証券
経済研究所「証券業界とフィンテックに関する研究会」（2017年）。

■コラム／ 内野　逸勢
　　　　　 うちの・はやなり

［
注
１
］「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
経
済
見
通
し
」

２
０
２
５
年
１
月https://w

w
w
.im
f.org/ja/

Publications/W
EO
/Issues/2025/01/17/

w
orld-econom

ic-outlook-update-
january-2025

［
注
２
］
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
関
税
と
ト
ラ
ン
プ
互

恵
通
商
法
案
が
該
当
す
る
。
前
者
は
全
て
の

輸
入
品
に
対
し
て
一
律
の
関
税
措
置
で
あ
り
、

後
者
は
米
国
へ
輸
出
す
る
国
が
課
し
て
い
る

関
税
率
と
同
率
を
米
国
輸
入
時
に
も
適
用
す

る
関
税
措
置
で
あ
る
。
そ
の
他
に
中
国
に
対

す
る
追
加
関
税
率
の
60
％
へ
の
引
き
上
げ
や
、

メ
キ
シ
コ
に
対
す
る
自
動
車
の
関
税
率
の
大

幅
な
引
き
上
げ
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
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サービス
コラム

気象予報士×税理士　藤富郷のクラウドな話
桜堤をいつまでも

気象予報士兼税理士　藤富　　郷
　

こ
の
時
期
に
一
斉
に
咲
く
桜
。

公
園
や
お
城
、
お
寺
、
街
道
沿
い

な
ど
、
桜
の
名
所
が
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
に
あ
り
ま
す
ね
。
そ
の
中
で

私
が
好
き
な
の
は
、
堤
防
に
咲
く

桜
（
桜
堤
）
で
す
。
ち
ょ
う
ど
一

昨
年
前
に
訪
れ
た
宮
城
県
の
「
白

石
川
堤
一
目
千
本
桜
」
は
、
白
石

川
の
堤
防
に
約
８
㎞
に
わ
た
り
千

本
以
上
の
桜
並
木
が
続
い
て
い
ま

す
。
満
開
に
咲
く
薄
紅
色
の
桜
の

背
景
に
は
、
青
空
と
雪
を
か
ぶ
っ

た
蔵
王
連
峰
が
そ
び
え
立
ち
、
手

前
に
は
東
北
本
線
の
貨
物
列
車
が

走
る
と
い
う
文
句
な
し
の
絶
景
で

す
。

　

ま
た
、
桜
堤
と
し
て
有
名
な
も

の
に「
隅
田
川
の
桜
」が
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
に
、
徳
川
吉
宗
が
、
そ

れ
ま
で
数
本
し
か
な
か
っ
た
隅
田

川
の
堤
防
に
１
０
０
本
も
の
桜
を

植
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
目
的
が

あ
り
、
お
花
見
の
人
々
が
堤
防
を

歩
く
こ
と
で
土
が
踏
み
固
め
ら
れ
、

強
い
堤
防
に
な
る
と
考
え
た
か
ら

で
す
。
こ
れ
に
倣
っ
て
か
戦
後
も
、

水
害
後
の
復
旧
で
つ
く
ら
れ
た
堤

防
に
桜
が
植
え
ら
れ
、
各
地
で
桜

堤
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
近
年
、
こ
の
桜
堤
に

課
題
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
桜
の
老
朽
化
で
す
。
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
は
、
寿
命
が
約
60
年
と
比
較

的
短
く
、
そ
の
60
年
を
超
え
る
木

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

　

あ
る
河
川
国
道
事
務
所
の
調
査

に
よ
る
と
、
老
朽
化
し
た
木
が
伐

採
さ
れ
た
際
、
根
の
周
辺
の
土
が

非
常
に
軟
ら
か
く
な
っ
て
お
り
、

根
も
腐
っ
て
空
洞
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
で

は
、
川
の
水
位
が
上
昇
し
た
場
合
、

堤
防
が
崩
れ
、
水
が
漏
れ
て
被
害

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

桜
堤
を
残
す
た
め
に
は
、
枯
れ

た
木
を
植
え
替
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
防
災
の
観
点
か
ら

今
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

１
９
９
７
年
の
河
川
法
改
正
に
よ

り
、
堤
防
に
新
た
に
木
が
植
え
ら

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
堤
防
の
一

番
の
目
的
は
、
水
害
か
ら
命
と
生

活
を
守
る
こ
と
で
あ
り
、
治
水
に

影
響
が
出
な
い
必
要
が
あ
る
か
ら

で
す
。

　

今
後
、
桜
の
木
が
枯
れ
続
け
る

と
桜
堤
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
観
光
の
目
玉

や
、
地
域
の
誇
り
で
も
あ
る
桜
並

木
は
、
な
ん
と
か
残
し
た
い
と
皆

が
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
桜
堤
を

残
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
は

桜
を
丁
寧
に
手
入
れ
し
、
長
生
き

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
も
う

一
つ
は
、
堤
防
の
幅
を
広
げ
、
新

し
く
広
が
っ
た
部
分
に
桜
の
木
を

植
え
る
こ
と
で
す
。
治
水
に
影
響

の
出
な
い
部
分
に
植
え
る
こ
と
は

問
題
が
な
く
、
今
の
桜
が
枯
れ
て

も
、
次
世
代
の
桜
堤
を
残
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

早
咲
き
で
有
名
な
静
岡
の
河
津

川
沿
い
の
河
津
桜
堤
で
は
、
ま
さ

に
こ
の
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
堤
防
を
広
げ
て
新
し
い
桜
を

植
え
、
観
光
資
源
を
残
す
計
画

が
、
行
政
と
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
10
年
、
20

年
、
30
年
先
を
見
据
え
た
プ
ラ
ン

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

防
災
を
考
慮
し
な
が
ら
も
、
日

本
の
春
の
景
色
を
守
る
取
り
組
み

を
諦
め
ず
、
こ
れ
か
ら
も
桜
堤
を

末
永
く
残
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

■コラム／ 藤富　郷
　　　　　 ふじとみ・ごう

　気象予報士、税理士。埼玉県三郷市生まれ。早稲
田大学大学院理工学研究科修了。大学院在学中に気
象予報士に登録。日本テレビ「スッキリ」に気象キャ
スターとして出演しながら税理士試験に合格し、

2016 年に開業。21年に越谷税務署長表彰受賞。趣味の鉄道では、鉄道
イベント出演や時刻表、鉄道模型雑誌にコラムを寄稿。プログラミングや
ダムにも造詣が深く、＂複業＂として得意を組み合わせて幅広く活躍中。
地元の「三郷市ＰＲ大使」を務めるなど、地域との関わりも深めている。

白石川堤一目千本桜
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事業活動における賠償リスク、事業休業リスク、財物損壊リスクを総合的に補償します｡
全 国 商 工 会 議 所
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アクサ生命保険株式会社　山口支社　徳山営業所　
TEL 0834-31-7496    FAX 0834-31-7498
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新南陽商工会議所 中小企業相談所
TEL：0834-63-3315　E-mail：info@s-cci.or.jp
HP：https://www.s-cci.or.jp/

ご予約は
こちらまで

ご相談は予約制となります。
あらかじめ下記までお申込みいただきますようよろしくお願いいたします。

新型コロナウイルス感染症等の影響や最低賃金引上げ、エネルギーその他の物価高騰等
の対応、デジタル化、インボイス制度導入等に関する様々な相談に対応いたします。

日 程 専　門　家
4月04日（金）
15日（火）
24日（木）

5月07日（火）

税　 　理　 　士
税　 　理　 　士
税　 　理　 　士
税　 　理　 　士

日 程 専　門　家
1月16日（火） 社会保険労務士

日 程 専　門　家
1月19日（金） ウェブコンサルタント

専門家無料個別相談会
場所：新南陽商工会議所　時間：13：00 〜 16：00




